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木造家屋建築工事の作業指針 ―作業主任者技能講習テキスト― No.216110 

＜＜新新旧旧対対照照表表＞＞ 改定10版（令和６年７月29日） 
 

【補足事項】※「「旧旧版版」」かからら「「新新版版」」へへのの文文章章のの修修正正・・追追加加・・削削除除部部分分はは、、下下線線部部をを参参照照ししててくくだだささいい。。 

※誤字・脱字及び奥付等の軽微な修正は割愛します。 

※参考等の法令改正は引用先となる「発翰番号」「表題」のみ掲載します。 

 

（旧版）改訂９版２刷（令和５年４月14日） （新版）改訂10版（令和６年７月29日） 

［ 表表記記用用語語のの統統一一（例：職場→事業所 など） ］  

※旧版から新版への変更にあたり、引用及び法令に基づく部分を除き、 

・・「「現現場場」」「「工工事事現現場場」」「「作作業業場場」」  →→  「「作作業業所所」」  

・・「「関関係係請請負負人人」」                →→  「「協協力力業業者者」」  

上記の通り、ガイドラインの変更に基づく「表記・用語の統一」を行いました。 

なお、修正頁は割愛します。 

 

旧版（改訂９版２刷） 新版（改訂10版） 
備考欄 

頁 内容 頁 内容 

19 

 

19 

 

図差替 

48 ② 防振手袋、保護めがね、耳耳栓栓等の安全保護具を使用す

る。 

48 ② 防振手袋、保護めがね、聴聴覚覚保保護護具具（（耳耳せせんん等等））等の安

全保護具を使用する。 

9行目 

（変更） 

53  なお、現場では、アースが取れないことがあるので、加工

用機械を新規に購入する際は、二重絶縁構造の機種にする

ような配慮が、感電事故を防ぐことになる。 

53  なお、現場では、アースが取れないことがあるので、加工

用機械を新規に購入する際は、二重絶縁構造の機種又又はは、、ババ

ッッテテリリーー式式のの機機種種にするような配慮が、感電事故を防ぐこ

とになる。 

2行目 

（追加） 

67  ⑵ 屋根こう配が６／１０（水平１に対し垂直0.6の勾

配、角度にして約31度）以上の屋根葺き作業は、図５－２の

ような屋根足場を設置する。屋根足場の作業床は幅2200cm以

上を確保する。 

67  ⑵ 屋根こう配が６／１０（水平１に対し垂直0.6の勾

配、角度にして約31度）以上の屋根葺き作業は、図５－２の

ような屋根足場を設置する。屋根足場の作業床は幅3300cm以

上を確保する。 

3行目 

（変更） 

67 

 

67 

 

図変更 
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旧版（改訂９版２刷） 新版（改訂10版） 
備考欄 

頁 内容 頁 内容 

100 各部材については、適切な経年管理が行われた良好な部材

を準備する。 

 

ｄ．作業計画 

100 各部材については、適切な経年管理が行われた良好な部材

を準備する。 

⑻⑻  幅幅11mm以以上上のの場場所所でで本本足足場場のの使使用用をを原原則則義義務務化化、、通通知知でで

はは幅幅11mm未未満満ででもも可可能能なな限限りり本本足足場場のの使使用用がが望望ままししいい（（基基

発発00331144第第22号号））  

 

ｄ．作業計画 

5行目 

（新設） 

102 

 

102 

 

図差替 

(a)、(c) 

103 原則として階段とする（幅幅1188ccmm以以上上、、けけああげげのの高高ささ3300ccmm以以

下下）。 

103 原則として階段とする（蹴蹴上上げげ高高ささはは、、仮仮設設機機材材認認定定基基準準

3355ccmm以以下下、、ガガイイドドラライインン3300ccmm以以下下）。 

18行目 

（変更） 

106 ⑵ バルコニー・出窓などの突出部は、建方後に取付けるこ

とが多いので、建物の形状に合わせて、図6－12のように

盛替える。 

106 ⑵ バルコニー・出窓などの突出部は、建方後に取付けるこ

とが多いので、建物の形状に合わせて、図6－12のように

盛替える。 

ｏｏ．．一一側側足足場場のの使使用用範範囲囲をを明明確確化化  

  主主にに狭狭ああいいなな現現場場でで使使用用さされれるる一一側側足足場場ににつついいててはは、、そそ

のの構構造造上上、、安安衛衛則則にに定定めめるる手手すすりりのの設設置置等等のの墜墜落落防防止止措措置置

がが適適用用さされれなないいととこころろ、、一一側側足足場場かかららのの墜墜落落・・転転落落災災害害がが

発発生生ししてていいるる（（※※））ここととをを踏踏ままええ、、本本足足場場をを使使用用すするるたためめにに

おおいいててはは、、本本足足場場のの使使用用をを義義務務付付けけるるもものの。。たただだしし、、つつりり足足

場場をを使使用用すするるとときき、、又又はは障障害害物物のの存存在在そそのの他他のの足足場場をを使使用用

すするる場場所所のの状状況況にによよりり足足場場をを使使用用すするるここととがが困困難難ななとときき

はは、、ここのの限限りりででははなないい 

25行目 

（新設） 

108  108 ａａ．．足足場場のの点点検検をを行行うう際際、、点点検検者者をを指指名名すするるここととをを義義務務付付

けけ  

  足足場場（（つつりり足足場場をを含含むむ。。以以下下同同じじ。。））かかららのの墜墜落落・・転転落落災災

害害がが発発生生ししてていいるる事事業業者者ににおおいいててはは、、安安衛衛則則でで義義務務付付けけらら

れれてていいるる足足場場のの点点検検ががおおここななわわれれてていいなないい事事例例がが散散見見さされれ

てていいるるここととをを踏踏ままええ、、事事業業者者又又はは注注文文者者にによよるる足足場場のの点点検検

がが確確実実にに行行わわれれるるよよううににすするるたためめ、、点点検検者者ををああららかかじじめめ指指

名名すするるここととをを義義務務付付けけるるもものの。。  

  

ｂｂ．．足足場場のの完完成成後後等等のの足足場場のの点点検検後後にに記記録録すすべべきき事事項項ににをを

追追加加  

  事事業業者者ままたたはは注注文文者者がが悪悪天天候候若若ししくくはは地地震震又又はは足足場場のの組組

立立てて、、変変更更後後のの足足場場のの点点検検をを行行っったたととききにに記記録録及及びび保保存存すす

べべきき事事項項（（現現行行でではは当当該該点点検検のの結結果果及及びび点点検検結結果果にに基基づづいい

てて補補修修等等をを行行っったた場場合合ににああっっててはは、、当当該該措措置置のの内内容容））にに、、当当

該該点点検検者者のの氏氏名名をを追追加加すするるもものの。。 

最終行 

（新設） 
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旧版（改訂９版２刷） 新版（改訂10版） 
備考欄 

頁 内容 頁 内容 

129  130 66..44..55  開開口口部部等等作作業業ににおおけけるる安安全全対対策策（（ススラライイドドレレーールル式式

安安全全ブブロロッックク工工法法））  

ＡＡ．．ススラライイドドレレ

ーールル式式安安全全ブブロロ

ッックク工工法法ととはは  

  ススラライイドドレレーールル式式安安全全ブブロロッックク工工

法法（（以以下下「「安安全全ブブロロッックク工工法法」」とといい

うう。。））ととはは、、作作業業床床のの設設置置がが困困難難なな軸軸

組組作作業業時時ににおおけけるる墜墜落落・・転転落落災災害害防防

止止対対策策のの一一つつででああるる。。  

  そそのの概概要要はは、、家家屋屋のの外外周周（（四四方方））にに

ああららかかじじめめ組組みみ上上げげたた本本足足場場ににススララ

イイドドレレーールルをを設設置置しし、、そそここにに安安全全ブブ

ロロッッククをを取取りり付付けけたたううええでで、、当当該該安安

全全ブブロロッッククとと墜墜落落制制止止用用器器具具（（フフルル

ハハーーネネスス型型））をを接接合合ささせせたた構構造造ととなな

っってていいるる（（図図66－－3377））。。  

 

 

ＢＢ．．安安全全ブブロロッッ

クク工工法法とと従従来来工工

法法ととのの比比較較  

  

  

  

  

ＣＣ．．安安全全ブブロロッッ

クク工工法法適適用用ににああ

たたっっててのの留留意意事事

項項  

  安安全全ブブロロッックク工工法法はは、、低低層層住住宅宅建建

築築工工事事現現場場ににおおいいてて梁梁・・母母屋屋等等、、作作

業業床床がが設設けけらられれずず、、労労働働安安全全衛衛生生規規

則則第第551188条条第第２２項項にに定定めめるる防防網網のの設設

置置がが困困難難ととななるる場場合合ににおおいいてて有有効効とと

考考ええらられれるる墜墜落落災災害害防防止止対対策策ででああ

るる。。  

  安安全全ブブロロッックク工工法法がが低低層層住住宅宅建建築築

工工事事のの従従来来工工法法ののいいずずれれのの工工程程でで活活

用用ででききるるかかのの作作業業手手順順をを、、参参考考ののたた

めめ示示すす（（図図66－－3388））。。  

  ここここでで示示すす安安全全ブブロロッックク工工法法はは、、

ガガイイドドラライインンにに基基づづきき組組みみ立立ててらられれ

たた足足場場をを対対象象ととしし、、次次のの場場合合にに限限定定

ししてて適適用用さされれるる。。  

（新設） 
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旧版（改訂９版２刷） 新版（改訂10版） 
備考欄 

頁 内容 頁 内容 

 

    ななおお、、本本作作業業手手順順はは現現時時点点ににおおいい

てて明明ららかかととななっったた試試験験結結果果をを踏踏まま

ええ、、作作成成ししたたももののでであありり、、ささららななるる

検検討討がが必必要要なな箇箇所所ががああるるここととをを付付言言

すするる。。  
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旧版（改訂９版２刷） 新版（改訂10版） 
備考欄 

頁 内容 頁 内容 

182 

 

Ｂ．耳せんの使

用上の注意事項 

 釘打ち機による釘打ち作業等、騒

音が著しい作業では、難聴を予防す

るため耳せんを使用する。 

 ⑴ 耳せんは、JIS規格に適合し

た、遮音性能のあるものを用い

る。（会話は耳せんをしていて

も、聞こえる。） 

 ⑵ 耳せんは、衛生面から個人専

用とし、汚れたものは取替える。 

 

186 

 

Ｂ．聴聴覚覚保保護護具具

（（耳耳せせんん等等））の

使用上の注意事

項 

 釘打ち機による釘打ち作業等、騒

音が著しい作業では、難聴を予防す

るため聴聴覚覚保保護護具具（（耳耳せせんん等等））を使用

する。 

 ⑴ 聴聴覚覚保保護護具具（（耳耳せせんん等等））は、

JIS規格に適合した、遮音性能の

あるものを用いる。（会話は耳せ

んをしていても、聞こえる。） 

 ⑵ 聴聴覚覚保保護護具具（（耳耳せせんん等等））は、衛

生面から個人専用とし、汚れた

ものは取替える。 

8行目 

(追加･変更) 

183 鋼材等を取扱う作業：皮皮手袋 187 鋼材等を取扱う作業：かかわわ手袋 22行目 

（変更） 

184 

 

188 

 

図のキャプ

ション 

（変更） 

186 

 

190 

 

図の変更 

197  この疲労の程度を回復の早さから分ければ、軽疲労（その

日のうちに回復する）、重疲労（翌日まで持ち越される）、蓄

積疲労、慢性疲労（疲労症状の中に病的な傾向を含むもの）

などに分類される。疲労を持ち越さないような作作業業者者管管理理

が必要である。 

201  この疲労の程度を回復の早さから分ければ、軽疲労（その

日のうちに回復する）、重疲労（翌日まで持ち越される）、蓄

積疲労、慢性疲労（疲労症状の中に病的な傾向を含むもの）

などに分類される。疲労を持ち越さないような作作業業管管理理が

必要である。 

8行目 

（変更） 

214  作業所においては特定元方事業者（元請負人）にあって

は、所長（統括安全衛生責任者）がリスクアセスメントの統

括管理を行い、安全衛生責任者や職職長長、、作業主任者、作業を

指揮する者がリスクアセスメントの実施者となる。 

218  作業所においては特定元方事業者（元請負人）にあって

は、所長（統括安全衛生責任者）がリスクアセスメントの統

括管理を行い、職職長長・・安全衛生責任者やや作業主任者、作業を

指揮する者がリスクアセスメントの実施者となる。 

21行目 

(追加･変更) 

215  作業手順書作成の目的は、作業の中で発生するムムリリ、、ムム

ララ、、ムムダダを取り除き、「安全に、正しく、早く、かつ出来栄

えよく仕上げる」ために、一つのまとまりのある作業内容を

主な手順に分解し、最も理想的な作業順序に並べて、主な手

順ごとに作業の急所によって組立てられたもので、「こうあ

るべき」と考えられる望ましい作業の進め方を定めたもの

である。 

219  作業手順書作成の目的は、作業の中で発生するムムリリ・・ムム

ララ・・ムムダダを取り除き、「安全に、正しく、早く、かつ出来栄

えよく仕上げる」ために、一つのまとまりのある作業内容を

主な手順に分解し、最も理想的な作業順序に並べて、主な手

順ごとに作業の急所によって組立てられたもので、「こうあ

るべき」と考えられる望ましい作業の進め方を定めたもの

である。 

8行目 

（変更） 

221  作業改善の手順は、現在実施している作業を見直し、不都

合となった手順、動作、設備、材料に、ムムリリ、、ムムダダ、、ムムララは

ないか、より安全に、簡易に、確実に、速く、安くできない

かに着目してそれを発見して改善し、新たな作業手順とし

て成文化する。 

225  作業改善の手順は、現在実施している作業を見直し、不都

合となった手順、動作、設備、材料に、ムムリリ・・ムムダダ・・ムムララは

ないか、より安全に、簡易に、確実に、速く、安くできない

かに着目してそれを発見して改善し、新たな作業手順とし

て成文化する。 

2行目 

（変更） 
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旧版（改訂９版２刷） 新版（改訂10版） 
備考欄 

頁 内容 頁 内容 

232 

 

236 

 

図差替 

276  280 （（本本足足場場のの使使用用））  

第第556611条条のの22  事事業業者者はは、、幅幅がが一一メメーートトルル以以上上のの箇箇所所ににおおいい

てて足足場場をを使使用用すするるととききはは、、本本足足場場をを使使用用ししななけけれればばなならら

なないい。。たただだしし、、つつりり足足場場をを使使用用すするるとときき、、又又はは障障害害物物のの存存

在在そそのの他他のの足足場場をを使使用用すするる場場所所のの状状況況にによよりり本本足足場場をを使使

用用すするるここととがが困困難難ななととききはは、、ここのの限限りりででなないい。。  

先頭行 

（追加） 

278 ２ 事業者は、強風、大雨、大雪等の悪天候若しくは中震以

上の地震又は足場の組立て、一部解体若しくは変更の後

において、足場における作業を行うときは、作業を開始す

る前に、次の事項について、点検しし、異常を認めたときは、

直ちに補修しなければならない。 

283 ２ 事業者は、強風、大雨、大雪等の悪天候若しくは中震以

上の地震又は足場の組立て、一部解体若しくは変更の後に

おいて、足場における作業を行うときは、点点検検者者をを指指名名ししてて

作業を開始する前に、次の事項について、点検ささせせ、異常を

認めたときは、直ちに補修しなければならない。 

30行目 

（追加） 

31行目 

（変更） 

279 ２ 強風、大雨、大雪等の悪天候若しくは中震以上の地震又

は足場の組立て、一部解体若しくは変更の後においては、

足場における作業を開始する前に、次の事項について点

検し、危険のおそれがあるときは、速やかに修理するこ

と。 

283 ２ 強風、大雨、大雪等の悪天候若しくは中震以上の地震又

は足場の組立て、一部解体若しくは変更の後においては、

点点検検者者をを指指名名ししてて足場における作業を開始する前に、次

の事項について点検させ、危険のおそれがあるときは、速

やかに修理すること。 

20行目 

（追加） 

280 １ 当該点検の結果 284 １ 当該点検の結果及及びび点点検検者者のの氏氏名名 3行目 

（追加） 
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